
～震災を通して学ぶ、地域に根ざし、つながり合う実践を～

制野俊弘さん(制野先生ご本人の自己紹介から）
１９６６年、宮城県東松島市（旧矢本町）生。宮城教育大を卒業後、これまで２４年間

中学校に勤務｡現在は東松島市立鳴瀬第二中学校に勤務6学校体罰丹究同志会に所属

同志会以外では全生研や日本作文の会などの実践を学んでいます。
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私たちは､昨年(2012年）２月に､福島県会津民研・

所長の斎藤民部さんを招いて、3.11・福島原発問題に

ついて、特に“原子力や放射能のことをこどもたちに

どう教えていくが'を学習しました。

今年は、3.11から凡そ２年、震災から何を学ぶのか

を問いつづけながら、地域に根ざしてつながり合う実

践を、こどもたちと共に取り組む、宮城｡東松島市の

中学校教師、制野俊弘先生をお招きして学び合いたい

と思いますも

制野先生は、地震、津波､避難生活という未曾有の

体験を経ながら、学校を骨組みから創り直すという未

知の経験を、こどもたちと共に取り組んできました。

多忙・過労の日常を乗り越えて、困難の中から様々

な活動を創り出し、地域と人間を豊かに復興させてい

く実践の一端をお話しいただき、沢山のことを学んで

いけたらと思いますｂそして、私たちの明日に活かし

ていくことが出来たらと思いますも

お忙しい時期ではありますが、周りのお仲間も誘い

合って、ぜひ、ご参力噸えればと思いますも
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日時：雪⑪皿認年雪月雪圏(士）
午後１時３．分から、４時３．分まで

会場：静岡市『ふしみやビル」７階｡州会議室
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制野俊弘さん

『餓野僅幽弱亀、篭演含』瞳､2伽辱９局曾馴全》1S83C-胸8鋤､静画爾『ふしあや③他』ワ鱈＠ず。
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待ってる本音の作文
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